
【これからの財政運営について】 

芦屋市は震災以後、公債費が依然として大きく、収支不足が続いており

ます。一般会計の市債残高はピーク時に比べて、6 割以下の 602 億円まで

減少し、住民一人当たりでみれば半減するものの、新年度は基金を 

約 21 億円取り崩す予定にしています。 

この為、当市では次の 3 つの事に取り組みます。 

① 一層の収入(財源)の確保に取り組む。 

② 現行の事務事業の見直しを行い、より簡素で効率的な行財政運営と

行政改革。 

③ 事業を行う場合、将来を含めた財源の確保を見極め、事業開始の順

位を慎重に検討する。 

行政サービスを後退させない為に、有効活用がより必要になります。 

公債費=震災の復興事業等による借金の返済費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務費 

11.8% 

民主費 

29.5% 

衛生費 

12.0% 

土木費 

12.0% 

消防費 

3.3% 

教育費 

9.3% 

公債費 

20.5% 

その他 

1.6% 

芦屋市の平成 24 年度予算では、一般会計予算の総額は 379.5 億で、前年度比 2.3％増となります。一方、

市税収入が前年度に比べて 2.2％(4 億 6 千万)の減少となる見込みです。歳出予算の配分については、 

｢健康｣「福祉」「教育」を重点分野と位置づけて行政サービスの充実に努める方針が示されました。また、 

生活保護経費が初めて 10 億円を超える見通しとなり、福祉関係の予算が増加します。財政状況が厳しい中、 

基金を取り崩しながらの財政運営となりますが、市民生活と密接な施策に重点配分した点には理解を示し 

たいと思います。 

 

 

3 月議会は 2月 21 日(火)の市長による「平成 24 年度市政方針演説」に始まり、来年度予算等 

すべての審議と討論と採決を終えて、3 月 26 日（月）に閉会いたしました。 

山手町に私立保育所誘致 

300 人近くの待機児童解消に向けて定員 70 名で平成 25 年度中に開園予定 

 

 学校園の遊具更新 

防災行政無線の 7 か所増設、津波からの避難誘導標識を 30 か所に設置 

市役所北広場に阪神芦屋駅へのエレベーター設置 

1 億 1800 万円 

4600 万円 

4200 万円 

肝炎ウイルス無料検診 800 万円 

7000 万円 

歳出合計 379 億 5,000 万円（前年度比 2.3%増） 

 

 平成 24 年度予算が決定しました 

 

歳出 をみると税金が何に 

使われるかがわかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校給食導入問題 懇話会が報告書を提出 

 
芦屋市民や学校関係者による「芦屋市立中学校の昼食のあり方を考える懇話会」の最終会議が 3 月 22 日に開催

され教育委員会への報告書案について協議されました。報告書案には賛成意見として①栄養バランスがとれた 

食事を平等に取れる②食育教育が深まる、反対意見として①施設設備に経費がかかる②質を下げてまで行うのは 

意味がないなどの意見が盛り込まれ今後は教育委員会内部で協議されます。実施に向けての前進を願います。 

 

 

市立芦屋病院の経営に改善策を！ 

芦屋病院の新病棟が 6 月に完成するにあたり、より充実した医療の提供の為に平成 24 年度の予算を増額して約 14

億 4,000 万円の助成を行ないます。芦屋病院の入院・外来の患者数はここ数年で減少をしていますが、助成増額に

より果たして患者の減少に歯止めがかかるのでしょうか？今後の経営改善策を打ち出してほしいと願います。 

住民情報系システムの更新経費について、費用対効果の検証を！ 

総務費から住民情報系システムの更新経費として平成 24 年度には 3 億円が、また平成 25年度には７億 4,000 万円

が支出されようとしています。高額な金額となりますが、果たして妥当な金額なのでしょうか？ 

以上二点を含むいくつかの疑問は、各委員会で審議を行い、事業としての必要性を再確認しました。今回の平成

24 年度予算については、その上での「賛成」という経緯があります。今後は正しく予算執行がなされるかどうか

を、しっかりとチェックしていきます。 

 
予算特別委員会民生文教分科会報告 

 民生費、労働費、農林水産費、商工費、教育費予算について審議しました。福井みな子の意見・要望の一部は 

以下の通りです。詳しくは市のホームページから閲覧できます。 

・生活保護扶助費についてケースワーカーの増員を要望する。 

・病後児保育の PR 拡大について。 

・消費者問題についての出前講座を提案。 

・ICT 環境整備事業費について活用の実態とその効果について問う。 

・新年度から始まる中学校における体育授業の武道必修化（柔道） 

について安全対策を問う。 

 

・学校給食における食材の放射性物質測定について。 

 

 

予算案を受け入れるにあたって 

 

議員生活も間もなく 2 年目を迎えます。一般質問の場で

は毎回提言をしてきました。1 年を振り返りそれらを 

今後の活動により活かして参りたいと思います。 

どうぞご支援のほどよろしくお願いいたします。 

【活動達成度自己採点】 
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市政に関するご意見・ご要望をお寄せ下さい。 

 

～1 年を振り返って～ 反省を今後に活かします 

 

この問題は福井が 9月議会の一般質問で 
取り上げ、実施の予定となりました！ 

 

・学校給食における食材の放射性物質測定の実施について。 


